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1 はじめに 地域連携教育推進室の運営体制



地域連携教育推進委員会

2 地域連携教育推進室の紹介

スタッフ紹介



3 プロジェクト科⽬



⾝近な⼈との「おたがいさん」

プロジェクト科⽬3.

持続可能性へのキーワードは 企業⼈と過ごした夏休み
経験から学ぶSDGs



プロジェクト科⽬3.



プロジェクト科⽬3.



プロジェクト科⽬3.



講演会

サステナウィーク２０２１
2021年11⽉22⽇〜30⽇（6⽇間）

4
イベント

WS



展⽰

上映

イベント4.

サステナマルシェ秋



People�s Pantry・みんなの⾷品庫

イベント4.



滋賀大学の公式サークルではなく、滋賀
大学地域連携教育推進室に集う有志の仲
間たちで運営しています。現在では、食
に関する活動を行っており、フードバン
クひこねへの参加を行っています。

コロナ禍で自由な訪日ができないなか、日
本の情報に触れたいという日系カナダ人コ
ミュニティ向けのイベント「日本全国・お
国自慢オンライン」で、彦根の伝統工芸体
験を紹介しました。

5

子どもたちに環境問題への関心を持って
もらうことを目的に結成した学生活動で
す。オリジナル紙芝居「カッパのニラ
ミ」を作成して、啓発活動やゴミ拾い活
動を実施しています。

滋賀大学サステナビリティ研究会滋賀大学サステナビリティ研究会

お国自慢プロジェクト彦根お国自慢プロジェクト彦根 マスターネイチャーマスターネイチャー

Fridays For Future ShigaFridays For Future Shiga

中学生から大学生が環境問題や気候変動
などの課題解決を目指して取り組む団体
です。主に街頭での啓発活動やゴミ拾い
活動、知事や議員さんらと意見交換を重
ねたり、滋賀県が主催する環境に関する
企画を考え、実施しています。

地域の企業や団体、ボランティア活動には、大学だけでは得ることができない
社会課題との遭遇や人間関係への気づきなど貴重な学びの機会があります。

地域連携教育推進室は、これらの経験と大学での学びが織り交ざり、
学生自身はもとより、地域や大学にたくさんの創発が生まれることを期待しています。

学生の自主活動

PICK UP！PICK UP！

学生の取組
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彦根商⼯会議所・⻘年部 滋賀県湖東地域障害者⾃⽴⽀援協議会

彦根市⼦育て⽀援課

平和堂・キリンビール・ブリヂストン
NPO法⼈ひこね⽂化デザインフォーラム

彦根市議会事務局

滋賀県湖東健康福祉事務所

株 式 会 社 ベ ー ス ワ ン
佐 藤 ⼯ 業 株 式 会 社

株 式 会 社 浅 ⼩ 井 農 園

彦根市⼦ども若者会議

6 協⼒企業・団体の皆様

「Hot Hotーほどほど」
ボランティアグループ（社福）ひだまり・

彦根市福祉保健部・NPO法⼈びわ

デモクラティックスクールまんじぇ
フリースクール てだのふあ・フリースクールSince

彦根市選挙管理委員会・
彦根市明るい選挙推進協議会

（株）棚橋⾷品・吉原農園（やさいやさん）

ʼ

フードバンクひこね
フードパントリーひこね

彦 根 市 社 会 福 祉 協 議 会 ・
ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー

かめのこ⼦ども⾷堂

プレイバック劇団 ウィズ cotton〜こっとん〜



お問合せ：地域連携教育推進室 〒522-8522�滋賀県彦根市⾺場1-1-1 Tel.0749-27-1348

地域連携教育推進室
HP�QRコード�↓

地域連携教育推進室
LINE�QRコード�↓

地域連携教育推進委員：⽵中�厚雄�/�柴⽥�雅美�/�菊地�利奈�/�佐野�洋史�/�⽥村�あずみ�/�⼊江�直樹�/�⼟⽥�梨絵（事務担当）

国⽴⼤学法⼈�滋賀⼤学�経済学部 地域連携教育推進室
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発⾏ 滋賀⼤学経済学部 地域連携教育推進室


